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1 SEKISUI CHEMICAL CO., LTD. 

積水化学工業（株）の概要 

    

その他 

44％ 

20％ 

34％ 

2％ 

環境･ﾗｲﾌﾗｲﾝ事業 

高機能 
ﾌﾟﾗｽﾁｯｸｽ事業 

■設立      ：  １９４７年３月３日 
■資本金   ：  １,０００億円 
■従業員数：２３,００６人 （連結） 
■売上高   ：１0,６５８億円（連結）     

中間膜 

更生管 
『SPR/オメガライナー』 

■住宅事業 (新築):3,307億円 
■住環境等 (既築):1,533億円 
■合計            :4,850億円 

組み立て作業 ユニット工場生産 

ユニット工法を採用、工業化の徹底により環境負荷
の小さな住宅システム構築を目指している 

住宅事業 

2017/3月時点 



2 SEKISUI CHEMICAL CO., LTD. 

太陽光発電システムの特徴 

○環境負荷の少ない発電 
  CO2の排出が少なく、環境にやさしい 

○規模に関係なく発電効率 

が一定（分散型電源に適する） 

  太陽電池の設置面積により発電量が決まる 

○保守が容易、長寿命 

 

△発電が昼間に限られる 

△天候により発電量 

    が左右される 

天候（日射量と発電量） 

※出典：「原子力・エネルギー」図面 



3 SEKISUI CHEMICAL CO., LTD. 

太陽電池の特徴 
太陽電池モジュール 

屋根形状への対応 



4 SEKISUI CHEMICAL CO., LTD. 

住宅用太陽光発電システム （１０ｋＷ未満） 

屋根の上に取り付けた太陽電池モジュールによって発電し、その電力をパワーコンディショナで商用系統と同じ交流電力に
変換し、連系運転を行なう。太陽光発電から分電盤に送り込まれた電力は、家庭内の電気機器（負荷）で消費され
る。家庭内の負荷に対して太陽光発電からの電力が不足する場合は、商用電力系統からの電力で補われる（買
電）。また太陽光発電システムからの電力が負荷電力より大きく、余剰が発生した場合は系統側に送られる(売電) 

余剰売電 （自家消費優先） 全量売電 

＜停電時の対応＞ 



5 SEKISUI CHEMICAL CO., LTD. 

再生可能エネルギーの固定価格買い取り制度(FIT) 

出典：経産省 ＨＰより 

東京電力エリアにおける 
住宅用太陽光発電の2016年度の 
買取制度に関して 
 
条件：余剰買取 
単価： ３１円/ｋＷｈ 
    （ダブル発電除く） 
買い取り期間： 10年間 

平成28年度（2016年度）買取単価 

住宅用 

産業用 

再生可能エネルギーで発電した電気を電力会社が
一定価格で買い取ることを国が約束する制度です。 
 
電力会社が買い取る費用を電気をご利用の皆様か
ら賦課金という形で集め、今はまだコストの高い再生
可能エネルギーの導入を支えていきます。 
 
この制度により、発電設備の高い建設コストも回収
の見通しが立ちやすくなり、より普及が進みます。 

「再生可能エネルギーの固定価格買取制度」 



6 SEKISUI CHEMICAL CO., LTD. 

住宅用太陽光発電導入件数（累計） 
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1996～2005年度 ：  財団法人 新ｴﾈﾙｷﾞｰ財団 （NEF） の補助金交付実績より 

2006～2008年度 ：  一般社団法人 新ｴﾈﾙｷﾞｰ導入促進協議会 （NEPC） による調査より 

2009～2013年度 ：  太陽光発電普及拡大ｾﾝﾀｰ （J-PEC） での補助金交付決定件数より JPEA集計 

2014～2016年度 ：  経済産業省（METI） HP 「なっとく再生可能エネルギー」 設備導入状況資料より  

92.8% 

住宅総数 

28,598,700 

7.2% 

PV導入件数 

2,053,155 件 

住宅用太陽光発電搭載率 

（PV導入件数／戸建住宅総数） 

住宅総数：「住宅・土地統計調査」より、
2013年の戸建住宅総数 

（2016.4 
 ～

2016.12） 



7 SEKISUI CHEMICAL CO., LTD. 

ＺＥＨに関連する動向 （まとめ） 

7 

ＺＥＨテーマ 主な周辺テーマ 

①2008年7月： 洞爺湖サミット 
   福田首相スピーチ 
   「低炭素社会を目指して」 

   ゼロエミッションハウス：      

NEDO資料より 

②2010年6月： エネルギー基本計画更新 

住宅については、2020 年までにZEHを標準的な新築住宅と
するとともに、既築住宅の省エネリフォームを現在の２倍程度
まで増加させることを目指す。2030 年までに新築住宅の平
均でZEH の実現を目指す。 

2011年 東日本大震災への対応を優先 

③2012年度～： ＺＥＨ補助事業の開始 

④2015年12月：ＺＥＨロードマップ 検討委員会 
          ＺＥＨの基準が明確に！ 

年度： 2012 2013 2014 2015（前年補正含む） 

交付決定数 443 1055 938 約6140 

SII資料等より 

自社調べ 

2008～2013年度： 
 住宅用太陽光発電の補助金制度 

2009年11月～ 
 住宅用太陽光発電の余剰買い取り制度
（2012年7月より 再生可能Ｅ固定価格 
  買い取りに移行） 

2014年度～：省エネ法改正 
 トップランナー制度の建築材料への拡大 
 新築住宅の省エネ基準適合義務化 

2010年度～ 不定期 
 住宅版エコポイント制度 
（断熱基準と省エネ機器のセット導入が 
  補助の対象に！） 



8 SEKISUI CHEMICAL CO., LTD. 

ＺＥＨの概要 その1 

出典：経産省 ＨＰより 

ZEH（ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス）とは、住宅の高断熱化と高効率設備により、快適
な室内環境と大幅な省エネルギーを同時に実現した上で、太陽光発電等によってエネル
ギーを創り、年間に消費する正味（ネット）のエネルギー量が概ねゼロとする住宅です。 

経済産業省では、「2020年までにハウスメーカー等の建築する注文戸建住宅の過
半数でZEHを実現すること」を目標とし、普及に向けた取り組みを行っています。 



9 SEKISUI CHEMICAL CO., LTD. 

ＺＥＨの概要 その２ 

再生可能エネルギーの中で、 太陽光発電が大きく期待されています。 



10 SEKISUI CHEMICAL CO., LTD. 

ＺＥＨの年間エネルギー収支（簡易モデル） 
太陽光発電の立場で理解しやすいように「全電化住宅」で 簡易表示しています 
                                      ＜単位をkWh/年で共通化できるから＞ 

給湯 暖冷房 （家電） 
照明・ 
換気等 

一般的 
電化住宅 

ＺＥＨ仕様 
（省エネ） 

22％の省エネ 
 5000/6400＝７８％ 

6400kWh （2400kWh） 

年間消費電力量 
計：8800kWh 

5000kWh （2400kWh） 

  同 
計：7400kWh 

上記は代表モデルであり、実際には住宅の規模、プラン、使用する設備の内容により 
必要な再生可能エネルギー量は 変動します。 

給湯 暖冷房 （家電） 
照明・ 
換気等 

ＺＥＨ対象 

太陽光発電で５０００kWh／年の発電量を確保するには．．．． 
    約５ｋWの容量の太陽光発電システムが必要 

東京都エリアでは太陽光発電の容量１ｋWのシステムで 年間約1000kWh発電する 

市販されている平均的なパネル（サイズ １００ｘ１３５センチ）で 
1枚の公称最大出力が約２００W 
 ⇒このパネル25枚を使用すると 約５ｋW容量の太陽光発電システムになる。 

再生可能エネルギーで 5000kWh／年以上の電力（エネルギー）を創れば ＺＥＨを達成 
 ＜ 3750kwh／年以上であれば、 nearly ＺＥＨを達成 ＞ 



11 SEKISUI CHEMICAL CO., LTD. 

容量５ｋＷの太陽光発電システム 
＜5kW太陽光搭載邸の消費電力量と発電電力量の関係＞ 

 8月の晴天日の電力量収支 

発電量5000kWh／年の内訳 

①自家消費電力量：1800kWh 
②余剰電力の売電 ：3200kwh 

（容量５ｋWの場合） 
年間でみると 発電電力量の約６割を
売電することになる。 

 １月の曇りの電力量収支 

季節（暖冷房の有無）や天候（日射量）の影響
で、自家消費電力量と売電電力量の関係は日ごと
に大きく変動します。 

１年間の合計値で評価すると 

kWh/日 発電 消費電力 自家消費
8月晴れ 29.4 18.4 8.0
1月曇り 10.9 37.8 6.6

売電 



12 SEKISUI CHEMICAL CO., LTD. 

実邸の太陽光発電システムの容量 

＜実邸の事例と容量＞ 

寄棟３kW 5.8kW 6.1kW 切妻 4kW 

○段違い屋根採用（大容量化） 

部分設置 4kW 

○一般的な屋根 

○その他 

陸屋根 5.5kW 5.6kW 10.2kW 

ＺＥＨ実現には 太陽光発電パネルの屋根搭載に工夫が必要になってくる 



13 SEKISUI CHEMICAL CO., LTD. 

自社取り組みの経緯 

「エコロジー」と「エコノミー」の両立 

太陽光発電 

高効率機器 
エコキュート等 

高気密 
高断熱 

光熱費ゼロ 

コンセプト 開発の経緯 

スマートハイム 

光熱費ゼロ、 エネルギー収支ゼロ、電力不安ゼロ 
  の「3つのゼロ」を目指す 

1998年： 太陽光発電の導入 
 
2002年： エコキュート導入 
 
2003年： 「光熱費ゼロコンセプト」 
 
2006年： 光熱費コンサルティング 
         （実邸データの活用） 

2011年： ＨＥＭＳ太陽光発電の導入 
 
2012年： 蓄電池の導入 
        「スマートハイムコンセプト」 
 
2014年： Ｖ２Ｈシステムの導入 
 
2016年： 空調機器の制御導入 

＜行政の大きな動き＞ 
2009年：住宅用太陽光発電の余剰買い取り開始 
       （２０１２年にＦＩＴに統合） 
2010年：エネルギー基本計画にて 
       「2030年ＺＥＨ標準化」が目標に！ 
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自社新築戸建住宅への省エネ仕様 導入状況 
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ゼロエネルギー達成度調査 

※オール電化の定義：調理・給湯・暖房に電気以外（灯油、ガス等）を使わないユーザーで、 
 HEMSにより全消費電力量が計測されている邸 

調査目的 PV搭載住宅の消費電力量、発電電力量等の把握 

調査対象者 自社HEMS＆オール電化※＆PV搭載邸（2015年1月～12月に入居） 

調査内容 2016年1月～12月の消費電力量、発電電力量などを調査 

調査地域 全国 

有効母数 2,658邸 

ＺＥＨ基準と本調査の違い 

ＺＥＨ基準（補助金） 本調査（ゼロエネルギー評価） 

設計評価 運用時調査 

●太陽光発電搭載邸を母数に 
  達成率を評価 
  （ＰＶ容量の小さい邸も母数に含む） 

●1年間の実績で評価 

●基準をクリアしたものが対象 
 （設計基準は平均的なライフスタイル、 
     家族構成を想定） 

●実績は問わない 

＜対象＞冷暖房、給湯、照明、換気 
＜非対象＞  家電、調理 

●4区分の基準で評価 
 ・ＺＥＨ基準の3区分は踏襲 
 ・「家電、調理を含めたゼロエネルギー」 
  をワンランク上の独自区分として追加 

●対象用途が限定 
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ゼロエネルギー達成度の評価について 

評価区分：以下の４区分で達成度を評価した 

区分 基準 判定方法 

①家電込み 
  ｾﾞﾛｴﾈﾙｷﾞｰ 

当社独自の区分 発電電力量＞家電・調理を含む総消費電力量 
  

②ＺＥＨ相当 国のZEH判定 
に使う計算式を 
準用 

ＺＥＨ達成度＝発電量／（総消費電力－家電消費電力※１） 
が１００％以上のものから①を除いたもの 

③Ｎｅａｒｌｙ 
  ＺＥＨ相当 

ＺＥＨ達成度＝発電量／（総消費電力－家電消費電力※１） 
が７５％～９９％のもの  

④非ＺＥＨ ①②③に該当しないもの 

今回の調査では家電の消費電力を分離して 
測定できていませんので省エネルギー基準における
家電の消費電力想定(120㎡以上の住宅で
2,173kWh／年）を使ってゼロエネルギー達成
度を計算しています。 
 

②ＺＥＨ相当 ③Nearly 
ＺＥＨ 
相当 

④非ＺＥＨ 

①家電込み 
ｾﾞﾛｴﾈﾙｷﾞｰ 

ＰＶ搭載邸が母集団 

国のＺＥＨ枠組み②～④の中に 
 独自基準①を組み込み 

※１ 家電の消費電力に関して： 
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ゼロエネルギー達成状況 

２０１６年では ①家電込みゼロエネルギー比率 
をはじめ各指標が伸長する結果になった 

N=2658 

②ＺＥＨ相当 ③Nearly 
ＺＥＨ 
相当 

④非ＺＥＨ 

①家電込み 
ｾﾞﾛｴﾈﾙｷﾞｰ 

ＰＶ搭載邸が分母 

２０１６年の値 過去６回調査でのゼロエネルギー比率推移 

※エネルギー基本計画で国のＺＥＨ目標が公表された2010年から調査開始 
2011～12年はアンケート形式調査、2013年よりＨＥＭＳデータ調査に切り替え  
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中央値のまとめ ※１売電単価：エリアごとに異なる売電単価を調査棟数比で案分した値 
※２買電単価：燃料調整費、再エネ賦課金等も考慮し弊社で算出した想定値 

○Ａ：母集団の中央値は結果的には②家電抜きＺＥＨ相当邸の代表モデルになった。 
  
○光熱費収支に関して：売電単価が約3.4円／kWh低下、買電単価が0.６円／kWh高騰した為、
2016年は対前年より電力収支は改善したものの光熱費収支は悪化した。 

ここが母集団中央値
に相当 

電力量収支

＜中央値＞ 2016年 2015年 2014年 2016年 2015年 2014年

ＰＶ搭載容量 5.70 5.33 4.8 8.91 7.92 5.51 ｋＷ

発電量 6524 6210 5877 10118 9073 6794 kWh／年

内自家消費量 1760 1795 1739 1659 1572 1276 kWh／年

消費電力量 7676 7887 8123 6777 6177 5482 kWh／年

電力収支 1152 1677 2246 -3341 -2896 -1312 kWh／年

家族数＜平均値＞ 3.6 3.6 3.6 3.4 3.4 3.1 人

Ａ：母集団

①～④合計

B：家電込みゼロエネルギー

①

光熱費収支

＜中央値＞ 2016年 2015年 2014年 2016年 2015年 2014年

売電電力量　 4764 4415 4138 8459 7501 5518 kWh／年

買電電力量　 5916 6092 6384 5118 4605 4206 kWh／年

売電単価　※１ -33.6 -37 -38 -33.6 -37 -38 円／kWh

買電単価　※２ 21.2 20.6 20.5 21.2 20.6 20.5 円／kWh

売電金額 -160,000 -163,000 -157,000 -284,000 -278,000 -210,000 円／年

買電金額 125,000 125,000 131,000 108,000 95,000 86,000 円／年

年間光熱費収支 -35,000 -38,000 -26,000 -176,000 -183,000 -124,000 円／年

B：家電込みゼロエネルギー

①

Ａ：母集団

①～④合計
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ＰＶ容量別ゼロエネルギー達成状況 

○ＰＶの容量が大きいほどゼロエネルギー達成率は上昇する。 
○2016年は 大容量ＰＶが増加したことが、全体の底上げにつながった。 

平均容量

平均容量(kW)

2015年 5.33
2016年 6.48
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都道府県別ゼロエネルギー達成状況 

○寒冷積雪地は暖房の消費電力量が多いので 非ＺＥＨ比率が高い 
 日射量が多く、温暖で暖房負荷が低い地域でゼロエネルギー率が高い 
○都市部は建物の規模が小さい邸の割合が高く、搭載ＰＶの容量も小さくなるので 
 ゼロエネ比率が低くなっている。 

件数が5未満の都道府県は除外： 
寒冷地で灯油等の利用がある邸は調査対象外となっている。  

（①＋②）比率の高い順に並べている。 
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2016年の光熱費収支の分布 
○光熱費収支の分布 
 （※試算による） 

(※試算内容) HEMSデータによる分析の為、
ユーザーの実際の光熱費の聞き取り調査は行っ
ていない。 
売買電力量と売買電単価の掛け合わせにより
個別邸の試算を行った。 

○ゼロエネ区分別の分布 

①②のゼロエネルギー達成邸ではほとんどの邸が
光熱費ゼロ以下 
③Nearly ＺＥＨ相当では約４割が光熱費 
  ゼロ以下 
④非ZEH相当では、光熱費ゼロ以下は数邸の
例外を除き存在しなかった。 

光熱費ゼロ以下 ７0％ 
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ＺＥＨの将来課題 

ＺＥＨの普及で、晴天日に余剰
電力がでる住宅が日本の標準に
なり、将来的には電力系統への
悪影響が懸念される。 
 
→「自家消費型モデル」への転換
が解決方法となると考える。 

ゼロエネルギー達成邸の電力量収支 

夏：晴天日の消費電力と発電量 
ＰＶ容量 ：５ｋＷ 

①社会的な課題 
  太陽光発電の出力制御問題 

②ユーザーの課題 
 ＦＩＴ終了後(11年目～）の売電 

電力会社が負担（回避可能費用） 約11円/kWh 

再エネ賦課金(電気代に賦課） 約20円/kWh 

売電単価3１円／kWh（2016年度：東電ｴﾘｱ）の内訳 

晴天日昼間には大量の余剰電力が発生 

経産省は11年目以降は11円/ｋＷｈを示唆 

出力制御の発生モデル（電力会社で受給バランスが取れない） 
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容量５ｋＷの太陽光発電システム 
＜5kW太陽光搭載邸の消費電力量と発電電力量の関係＞ 

 8月の晴天日の電力量収支 

発電量5000kWh／年の内訳 

①自家消費電力量：1800kWh 
②余剰電力の売電 ：3200kwh 

（容量５ｋWの場合） 
年間でみると 発電電力量の約６割を
売電することになる。 

 １月の曇りの電力量収支 

季節（暖冷房の有無）や天候（日射量）の影響
で、自家消費電力量と売電電力量の関係は日ごと
に大きく変動します。 

１年間の合計値で評価すると 

kWh/日 発電 消費電力 自家消費
8月晴れ 29.4 18.4 8.0
1月曇り 10.9 37.8 6.6

売電 
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５ｋＷ太陽光発電の経済性評価 

ＺＥＨに必要な容量：５ｋＷ  
 ⇒ 初期投資は 約210万円 

出典：経産省 

「調達価格算定委員会資料より」 

①住宅用太陽光発電
の調達費用 

②発電電力量の経済効果  
  （ＦＩＴ適用の10年間） 

③発電電力量の経済効果（11年目以降） 

電力量 
ｋＷｈ／年  

単価 
円/ｋＷｈ 

経済効果 
万円/年 

自家消費 1800 25 ※ 4.5 

売電 3200 31 9.9 

計 5000 13.9 

年間収支 

※ 東電メニューの昼間電力単価 

10年間で 約140万円の経済効果 

電力量 
ｋＷｈ／年  

単価 
円/ｋＷｈ 

経済効果 
万円/年 

自家消費 1800 25  4.5 

売電 3200 11 ？ 3.5 ? 

計 5000 8.0？ 

初期投資（調達費用）は回収できるのか？ 

11年目以降の売電単価不明なので回収可能年数も不明 

20年で回収はできそうか？ 

売電単価が安いのであれば、売らずに 
自家消費する方法も考えられる 

年間収支 
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自家消費型を目指すには 

昼間の消費電力量 
を増加させる 

対策 方向性 

①生活パターンを昼消費型にシフト 
  ＜ＦＩＴ適用期間＞ 昼は消費せず、深夜の安い電気を利用する 
                 ↓ 
  ＜ＦＩＴ適用後 ＞  昼間の発電量を自宅で利用、 朝晩の購入を減らす 
 
②昼の余剰電力を活用できる設備の導入 
 
  (例）昼間運転が可能なエコキュートへの切り替え 
 
      昼間の余剰を積極的に利用できる家電機器の導入 

余剰電力を溜めて 
利用する 

①家庭用蓄電池の導入 
   ＰＶ と蓄電池のセット導入 
 
 
 
 
②住宅外用途での余剰電力の活用（電気自動車 等） 

一方通行 双方向 
ＥＶ 太陽光発電 

搭載住宅 ＥＶ 
太陽光発電 
搭載住宅 
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 エコキュート昼間運転について 

ＰＶ発電量 と エコキュート消費
電力量の関係（月次） 

（自社実邸データより） 

昼間運転可能なエコキュート 

ＰＶ対応製品が出現 
既設によって、自家消費の効果 

は変動する 

○2019年以降には ＦＩＴ適用終了後の 余剰活用として 普及が期待される 
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蓄電池と太陽光発電を併用した製品モデル 
太陽光発電やメーカーでも 自家消費型の蓄電池併用モデルが導入されている。 

各社ＨＰより 

太陽光発電電力の宅内での 
有効活用がキーポイントになる。 

27 
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ＥＶ（電気自動車）への期待 

自動車の燃料代：ユーザーが実際に支払う金額⇒ 経済性は燃費ではなく、燃料代で決まる。 
  ＥＶの場合は 電力の調達単価によって 燃料代を大きく削減できる余地がある 

自動車の燃費：燃料（ガソリン、電力など）の単位容量あたりの走行距離を示す指標。Km/Ｌ、Km/kWh 
          使用する燃料、タイヤ空気圧、路面状況、走行パターンなどで変化する。 

主な深夜電力単価一覧表
２０１５年度 ２０１６年度

単価：
円/ｋＷｈ

単価：
円/ｋＷｈ

北海道電力 8.37 14.16
東北電力 8.41 11.22
東京電力 11.82 17.46
中部電力 9.33 16.00
北陸電力 7.47 10.17
関西電力 10.76 12.19
中国電力 9.68 14.54
四国電力 8.69 14.22
九州電力 10.01 12.96

2016年の小売電力自由化時に深夜電力単価の大幅見
直し（値上げ）があった。 
それでも、一般的住宅の電力単価（約２４円/ｋＷｈ）
に比べれば安価であり、ＥＶユーザーにはメリットあり。 

2019年以降には、もっと魅力的な電源が出現
⇒ＦＩＴ終了後の太陽光発電 

ＥＶと電化住宅の相性 

 ＺＥＨ邸の１日の電力量： kWh/日 

・春晴天日は1日の発電量が消費電力を大幅に超過 
  ⇒住宅内だけでの電力を融通しても解決できない 
   （非住宅の用途に余剰電力を活用したい） 
 

晴天日の
発電量

平均発電量
(雨、曇り含む）

平均
消費電力量

１月：冬 15.2 10.7 32.6
５月：春 29.9 23.2 15.0
８月：夏 25.5 16.3 18.9

ＺＥＨ邸の余剰電力の活用策 

ＥＶとＺＥＨを組み合せることで 

相乗効果を生みだすことができる 
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まとめ 

○エネルギー基本計画に明記されているようにＺＥＨは 

  今後も持続的な普及・拡大が想定される。 

 

○住宅のゼロエネルギー化は十分可能である。 

  太陽光発電の導入がキーポイントになる。 

 

○固定価格買い取り制度の適用期間終了後の 

  余剰電力の有効利用が課題になってくる。 

 

○課題の解決策として自家消費型ＰＶへの転換が  

 求められる。 

住宅のゼロエネルギー化の流れは、今後も続く。 
その先に自分で発電して、自分で使う時代が来る。 


